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観光ガイド実証実験の報告
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１．目的
観光客の満足度向上に重要な役割を担う
観光情報提供のあり方を調査するため、ユビ
キタス・ネットワーク技術を利用することにより、
観光客（特に外国人観光客）のニーズに合わ
せた情報提供に関する実証実験を実施し、実
用化に向けた課題の抽出と実用可能性の検
討を行った。

２．概要
（１）実験期間
平成17年4月18日～平成17年5月31日
（２）実験対象エリア
東京都台東区浅草地区
（３）実験方法
浅草地区の浅草寺、史跡、商店街等100箇所以上にICタグ、赤外線マーカを設置し、
携帯情報端末「ユビキタス・コミュニケータ」により、その場所に応じた観光情報を提供す
る実験を実施。
実験参加者は、浅草地区に宿泊した一般の観光客を対象とし、参加者に携帯端末を
貸出し、浅草地区で自由にユビキタス観光ガイドを体験してもらった上で、アンケートに
よる機器の使用感等について調査。
なお、携帯端末は、日、英、中、韓の4カ国語に対応し、文字・画像の表示及び合成音
声による読み上げ機能を有し、画面上に表示された地図により現在の位置を確認でき
る機能を搭載し、さらに、実験参加者に提供した情報を記録し、観光客の行程を分析で
きる機能を搭載して実施。

３．実験結果
ユビキタス観光ガイドにおいて、場所に応じた情報を小型の携帯端末で簡単に得るこ
とができるのは、日本人観光客だけでなく外国人観光客にも高く評価された。
また、祭事等の動画については、その場では見ること ができない様子を感じることが
できる等、観光地の再訪の誘発につながることも明らかとなった。
今後の課題としては主に以下のとおり。
＜ICタグの認識性＞
ICタグを設置している場所のわかりやすさは、設置する場所によって大きく異なった。よ
り認識されやすい場所に設置する必要がある。
＜使用感＞
コンテンツの量、文字の大きさ、携帯端末の操作のしやすさについては適切であった。
＜使用可能な時間＞
使用中にバッテリーが切れる等、使用可能な時間に不満を持つ意見があった。持続時
間を長くする必要がある。

浅草ユビキタス観光ガイド実証実験
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■4月12日（月）のオープニングセレモニー

・北側国土交通大臣が出席

坂村委員長によるシステムの説明

システムを体験する北側国土交通大臣
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実証実験の状況実証実験の状況

店頭に赤外線マーカを設置

■外国人観光客の方による体験
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平成17年4月8日（金）
日本経済新聞（朝刊）
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愛知万博長久手会場 ビジット・ジャパン・キャンペーン実証実験

愛・地球博長久手会場 概略図

１．目的
観光客の満足度向上に重要な役割を担う観光情報提供のあり方を調査するため、ユビキ
タス・ネットワーク技術を利用することにより、愛・地球博会場を訪れた観光客、特に外国人
観光客のニーズに合わせた情報提供に関する実証実験を実施し、実用化に向けた課題
の抽出と実用可能性の検討を行った。
２．概要
（１）実験期間
平成17年年8月1日～平成17年9月13日
（２）実験対象エリア
愛・地球博長久手会場のグローバルコモン３及びその周辺のグローバルループ上
（３）実験方法
携帯情報端末「ユビキタス・コミュニケータ」を用いて、実験対象エリアに無線マーカ、ICタ
グを約50箇所設置し、その場所に応じた観光情報、最寄りのトイレや飲食店の案内情報、
現在地から目的地までのナビゲーション情報の提供を実施。
インターネットのホームページやリーフレットにより参加者を募集し、応募のあった一般の
愛・地球博における来場者に対し携帯情報端末を貸し出し、ユビキタス観光ガイドを体験し
てもらった上で、アンケートにより使用感等についての調査を実施。
なお、携帯端末は、日、英、仏、スペイン語、中、韓の6カ国語に対応し、文字・画像の表
示及び合成音声による読み上げ機能を搭載。
３．実験結果
日本人、外国人参加者ともに好評であり、広い範囲に多くの観光スポットが存在するよう
なエリアを観光客が、自由に歩き回るような観光形態において有用であることが確認された。
また、多言語に対応したことから、様々な外国人からも受け入れられるシステムであること
が分かり、津和野、浅草での実験において課題とされていた使用可能な時間に対し、バッ
テリー等を改良し、2時間以上使用できるようにした携帯端末を使用したところ、使用可能
時間に対しては特段不満もなく十分であると認められた。

実験対象エリア
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無線マーカ

シールタグ

機器の設置状況機器の設置状況




